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3、南蛮人遊楽図屏風　6 曲 1 隻　太平洋セメント（株）蔵　津久見市寄託
　この作品はさらに変化が進んでいて、寛永期、1630年ぐらいでしょうか。もうちょっと下がって 1640年頃
かもしれません。すでに時代は狩野探幽が作り上げた江戸狩野の様式が支配的になってきます。この作品も、
やはり狩野探幽ふうの画風が、松とか人物の描き方に見られます。
　ここでは、南蛮船が白い船に変わります。ただしこれは片方しか残っていないので、ひょっとしたら、失わ
れた左隻に黒い南蛮船が描いてあった可能性もあります。ただ、荷揚げをしているのは白船、すなわち中国船
（唐船）のイメージでありまして、南蛮人のみに限らず、中国の服を着た人、タタール──韃靼（だったん）
の狩猟ふうの服を着た人がいる。これは当時、明から清へ王朝が交代する時期ですので、日本人のイメージの
中には、中国人には 2種類あって、明朝人と清朝人は別の民族という認識があったらしく、清朝が成立したと
きには、あれは韃靼人の征服王朝（実際には女真族）であるという報告が江戸幕府に届いています（『通航一
覧』）。ですから、中国の王朝を 2種類描き分けているのかもしれません。さらにこの荷揚げの場面ですが、荷
揚げのみならず積み込み、つまり輸入と輸出が両方描かれている。外国から入ってくるばかりであった南蛮屏
風の中に、日本から外国へ輸出するというイメージが加わりました。
　中央の日傘を差し掛けられて馬に乗っている人物は、明朝人の服装をしています。また南蛮人（あるいはオ
ランダ人？）の踊りを日本人が見物する、あるいは荷物を積み込むというような、さまざまな交易や、外国人
との交歓という、過去の南蛮屏風になかったバリエーションが登場しており、日本の側からすると、外国との
貿易による財福、商売繁盛という願いを込めたものに変貌していった。ですからキリスト教モチーフを排除し
て、国際貿易によるおめでたい世俗のテーマのみに絞ったように見えます。
　実は、この画面の中にもカピタンが登場します。上のほう、隅っこで所在なさげに、さみしい行進を行なっ
ているカピタン・モールが最後まで残されました。この作品になると、南蛮屏風と呼ぶよりも、交易にテーマ
を絞っていますので「南蛮人交易図」と、また別の名前を付けて呼んだ方がよいかもしれません。発表は以上
です。ありがとうございました。
註：各屏風の詳細な図様は、坂本満ほか編『南蛮屏風集成』（中央公論美術出版、2008）でご確認ください。
